
　ミニーちゃん、ペキニーズ。　ミニーちゃん、ペキニーズ。
７歳の女の子。材木座「魚梅」７歳の女の子。材木座「魚梅」
の美人看板娘。大人しくて、焼の美人看板娘。大人しくて、焼
き豚が大好物。雷と花火が大嫌き豚が大好物。雷と花火が大嫌
いで、パパとママが大好きでいで、パパとママが大好きで
す。 材木座　磯島さん方す。 材木座　磯島さん方

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
催
し

の
催
し
（
鎌
倉
在
住
者
対
象
）

（
鎌
倉
在
住
者
対
象
）

　

▽

　

▽
「
認
知
症
介
護
を
一
緒

「
認
知
症
介
護
を
一
緒

に
考
え
よ
う
」

に
考
え
よ
う
」
９
月
９
月
1111
日
1313

時
半
、大
町
会
館
。無
料
。
鎌

時
半
、大
町
会
館
。無
料
。
鎌

倉
き
し
ろ
☎

倉
き
し
ろ
☎
4040
・
４
４
３
４

・
４
４
３
４

　

▽

　

▽
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

活
用
方
法

活
用
方
法
９
月
９
月
2525
日
1010
時
、
時
、

大
船
駅
周
辺
整
備
事
務
所
。

大
船
駅
周
辺
整
備
事
務
所
。

無
料
。
き
し
ろ
☎

無
料
。
き
し
ろ
☎
4242
・
７
５

・
７
５

０
３
０
３

▼
講
演
会
「
み
ん
な
で
考

講
演
会
「
み
ん
な
で
考

え
よ
う
！
身
近
な
認
知
症
」

え
よ
う
！
身
近
な
認
知
症
」

　

９
月

　

９
月
2525
日
1313
時
半
、
深
沢

時
半
、
深
沢

学
習
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。
市

学
習
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。
市

内
6565
歳
以
上
対
象
。
市
民
健

歳
以
上
対
象
。
市
民
健

康
課
☎

康
課
☎
6161
・
３
９
７
７

・
３
９
７
７

▼
災
害
時
に
備
え
る
食
生
活

災
害
時
に
備
え
る
食
生
活

講
座
（
逗
子
在
住
者
対
象
）

講
座
（
逗
子
在
住
者
対
象
）

　

９
月
４
日

　

９
月
４
日
1010
時
、
逗
子
市

時
、
逗
子
市

役
所
５
階
。
管
理
栄
養
士
が

役
所
５
階
。
管
理
栄
養
士
が

食
料
備
蓄
や
簡
単
防
災
食
を

食
料
備
蓄
や
簡
単
防
災
食
を

話
す
。
無
料
。
要
申
込
。
市

話
す
。
無
料
。
要
申
込
。
市

国
保
健
康
課
☎
０
４
６
・
８

国
保
健
康
課
☎
０
４
６
・
８

７
３
・
１
１
１
１

７
３
・
１
１
１
１

▼
ず
し
楽
習
塾
講
座

ず
し
楽
習
塾
講
座

「
在
宅
医
療
を
知
ろ
う
」

「
在
宅
医
療
を
知
ろ
う
」

　

９
月

　

９
月
2121
日
〜
日
〜
1212
月
2121
日
、
日
、

1414
時
、
全
４
回
。
逗
子
市
民

時
、
全
４
回
。
逗
子
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。
ハ

交
流
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。
ハ

ガ
キ
、

ガ
キ
、℻  ℻  
、メ
ー
ル
で
申
込
。

、メ
ー
ル
で
申
込
。

ず
し
楽
習
塾
推
進
の
会
☎
０

ず
し
楽
習
塾
推
進
の
会
☎
０

４
６
・
８
７
１
・
７
０
０
７

４
６
・
８
７
１
・
７
０
０
７

▼
歴
史
講
演
会
「
住
吉

歴
史
講
演
会
「
住
吉

城
と
三
浦
一
族
」

城
と
三
浦
一
族
」

　

９
月

　

９
月
2828
日
1010
時
、
逗
子
文

時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
鎌
倉
考
古
学
研

化
プ
ラ
ザ
。
鎌
倉
考
古
学
研

究
所
伊
藤
一
美
氏
に
よ
る
講

究
所
伊
藤
一
美
氏
に
よ
る
講

演
。６
百
円
。要
申
込
。逗
子

演
。６
百
円
。要
申
込
。逗
子

の
古
文
書
・
公
文
書
等
の
保

の
古
文
書
・
公
文
書
等
の
保

存
と
公
開
を
進
め
る
会
☎
０

存
と
公
開
を
進
め
る
会
☎
０

４
６
・
８
７
１
・
９
６
７
４

４
６
・
８
７
１
・
９
６
７
４

▼
近
美
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

近
美
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

1010
月
５
日

月
５
日
1717
時
、
鎌
倉
歴

時
、
鎌
倉
歴

史
文
化
交
流
館
。
神
奈
川
県

史
文
化
交
流
館
。
神
奈
川
県

立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館
が

立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館
が

1010
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
の
を
記
念
し
て
市

プ
ン
す
る
の
を
記
念
し
て
市

内
５
館
文
化
施
設
学
芸
員
が

内
５
館
文
化
施
設
学
芸
員
が

ト
ー
ク
。
無
料
。
申
込
は

ト
ー
ク
。
無
料
。
申
込
は
1414

日
必
着
、

日
必
着
、
℻  ℻  
か
メ
ー
ル
で
。

か
メ
ー
ル
で
。

同
館
同
館
℻  ℻  
7373
・
８
５
０
１

・
８
５
０
１

〈
天
〉八
幡
宮
木
立
中
よ
り
蝉
時
雨

八
幡
宮
木
立
中
よ
り
蝉
時
雨 

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

　

何
と
言
っ
て
も
八
幡
宮
が
利
い
て
い
る
。

　

何
と
言
っ
て
も
八
幡
宮
が
利
い
て
い
る
。

〈
地
〉う
な
ぎ
や
の
に
ほ
ひ
の
中
に
長
き
列

う
な
ぎ
や
の
に
ほ
ひ
の
中
に
長
き
列 

 

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

　

土
用
の
鰻
屋
の
賑
わ
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
好
句
。

　

土
用
の
鰻
屋
の
賑
わ
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
好
句
。

〈
人
〉炎
天
の
路
面
電
車
の
軋
む
音

炎
天
の
路
面
電
車
の
軋
む
音 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

　

炎
天
の
中
の
軋
む
音
で
更
に
暑
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
一
句
。

　

炎
天
の
中
の
軋
む
音
で
更
に
暑
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
一
句
。

競
い
合
ふ
鳥
の
鳴
き
声
夏
木
立

競
い
合
ふ
鳥
の
鳴
き
声
夏
木
立 

今
泉　

小
林
刀
羊
子

今
泉　

小
林
刀
羊
子

　

鳥
も
夏
は
思
い
切
り
鳴
き
合
う
の
で
あ
る
。

　

鳥
も
夏
は
思
い
切
り
鳴
き
合
う
の
で
あ
る
。

竹
林
に
響
く
水
音
秋
立
つ
日

竹
林
に
響
く
水
音
秋
立
つ
日 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

　

立
秋
と
聞
く
と
さ
わ
や
か
な
音
に
聞
こ
え
て
く
る
句
に
仕
上
が

　

立
秋
と
聞
く
と
さ
わ
や
か
な
音
に
聞
こ
え
て
く
る
句
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

力
は
や
尽
き
た
る
月
下
美
人
か
な

力
は
や
尽
き
た
る
月
下
美
人
か
な 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

　

 

月
下
美
人
の
力
一
杯
の
美
し
さ
と
尽
き
る
と
き
の
美
し
さ
を
上

月
下
美
人
の
力
一
杯
の
美
し
さ
と
尽
き
る
と
き
の
美
し
さ
を
上

手
く
伝
え
て
く
れ
た
。

手
く
伝
え
て
く
れ
た
。

片
陰
を
選
ん
で
犬
は
歩
き
ゆ
く

片
陰
を
選
ん
で
犬
は
歩
き
ゆ
く 

材
木
座　

有
野　

冬
花

材
木
座　

有
野　

冬
花

孵
化
難
し
蝉
を
見
つ
め
て
応
援
す

孵
化
難
し
蝉
を
見
つ
め
て
応
援
す 

城
廻　

増
田　

重
雄

城
廻　

増
田　

重
雄

蝉
時
雨
句
作
三
昧
谷
戸
は
奧

蝉
時
雨
句
作
三
昧
谷
戸
は
奧 

材
木
座　

羽
賀　

一
男

材
木
座　

羽
賀　

一
男

年
金
の
話
あ
れ
こ
れ
梅
雨
深
し

年
金
の
話
あ
れ
こ
れ
梅
雨
深
し 

城
廻　

小
美
野
京
子

城
廻　

小
美
野
京
子

漆
黒
の
海
の
弾
け
る
揚
げ
花
火

漆
黒
の
海
の
弾
け
る
揚
げ
花
火 

腰
越　

小
河　

哲
美

腰
越　

小
河　

哲
美

植
木
屋
の
か
ぶ
り
つ
き
た
る
冷
え
西
瓜

植
木
屋
の
か
ぶ
り
つ
き
た
る
冷
え
西
瓜 

腰
越　

松
原　
　

薫

腰
越　

松
原　
　

薫

一
夜
に
て
欅
並
木
は
蝉
時
雨

一
夜
に
て
欅
並
木
は
蝉
時
雨 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

駅
前
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
樽
神
輿

駅
前
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
樽
神
輿 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

懸
命
に
幹
に
張
り
付
く
み
ん
み
ん
蟬

懸
命
に
幹
に
張
り
付
く
み
ん
み
ん
蟬 

岡
本　

森
田　
　

孝

岡
本　

森
田　
　

孝

雨
傘
が
日
傘
に
代
わ
る
人
の
波

雨
傘
が
日
傘
に
代
わ
る
人
の
波 

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

藤
沢
市　

三
浦　

和
子

切
間
な
く
雲
吐
く
戸
山
梅
雨
明
け
る

切
間
な
く
雲
吐
く
戸
山
梅
雨
明
け
る 

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

馬
追
い
の
武
者
の
兜
に
秋
の
雨

馬
追
い
の
武
者
の
兜
に
秋
の
雨 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

梅
雨
闇
や
き
れ
い
な
服
の
人
と
逢
う

梅
雨
闇
や
き
れ
い
な
服
の
人
と
逢
う 

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

万
縁
の
谷
戸
の
鎌
倉
ひ
と
り
占
め

万
縁
の
谷
戸
の
鎌
倉
ひ
と
り
占
め 

藤
沢
市　

槇
野
あ
さ
子

藤
沢
市　

槇
野
あ
さ
子

初
め
て
の
投
票
用
紙
を
丁
寧
に
入
れ
た
る
乙
女
の
指
先
に
未
来　

初
め
て
の
投
票
用
紙
を
丁
寧
に
入
れ
た
る
乙
女
の
指
先
に
未
来　

 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

　

若
者
へ
の
期
待
感
が
出
て
い
る
。

　

若
者
へ
の
期
待
感
が
出
て
い
る
。

長
雨
を
こ
ら
へ
こ
ら
へ
て
夏
は
来
ぬ
茄
子
の
胡
瓜
の
ト
マ
ト
の
夏

長
雨
を
こ
ら
へ
こ
ら
へ
て
夏
は
来
ぬ
茄
子
の
胡
瓜
の
ト
マ
ト
の
夏

よ 

　

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

野
菜
へ
の
優
し
さ
が
滲
み
出
て
い
て
、
リ
ズ
ム
感
も
あ
る
。

　

野
菜
へ
の
優
し
さ
が
滲
み
出
て
い
て
、
リ
ズ
ム
感
も
あ
る
。

卓
上
に
並
べ
ら
れ
た
る
パ
プ
リ
カ
は
赤
・
黄
・
オ
レ
ン
ジ
ま
ず
は

卓
上
に
並
べ
ら
れ
た
る
パ
プ
リ
カ
は
赤
・
黄
・
オ
レ
ン
ジ
ま
ず
は

目
で
食
む

目
で
食
む 

　

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

発
想
が
新
鮮
で
個
性
的
。

　

発
想
が
新
鮮
で
個
性
的
。

た
そ
が
れ
は
昼
の
花
よ
り
な
お
白
く
山
裾
に
群
る
る
著
莪
の
星
ぼ

た
そ
が
れ
は
昼
の
花
よ
り
な
お
白
く
山
裾
に
群
る
る
著
莪
の
星
ぼ

し 

　

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

逗
子
市　

湊　

美
根
子

亡
き
母
の
化
粧
ポ
ー
チ
を
手
に
取
れ
ば
櫛
に
ひ
と
す
じ
光
る
白
髪

亡
き
母
の
化
粧
ポ
ー
チ
を
手
に
取
れ
ば
櫛
に
ひ
と
す
じ
光
る
白
髪

 

　

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

　

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

買
い
た
て
の
白
ス
ニ
ー
カ
ー
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と
は
い
て
出
か
け
る

買
い
た
て
の
白
ス
ニ
ー
カ
ー
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と
は
い
て
出
か
け
る

鰯
雲
の
下

鰯
雲
の
下 

　

材
木
座　

有
野
裕
美
子

　

材
木
座　

有
野
裕
美
子

ク
ー
ラ
ー
の
効
い
て
る
部
屋
の
向
こ
う
側
熱
く
狂
お
し
き
蝉
時
雨

ク
ー
ラ
ー
の
効
い
て
る
部
屋
の
向
こ
う
側
熱
く
狂
お
し
き
蝉
時
雨

き
こ
ゆ

き
こ
ゆ 

　

城
廻　

塩
田　

文
子

　

城
廻　

塩
田　

文
子

天
空
に
向
か
い
て
真
っ
直
ぐ
伸
び
る
線
の
弾
け
る
瞬
間
を
息
凝
ら

天
空
に
向
か
い
て
真
っ
直
ぐ
伸
び
る
線
の
弾
け
る
瞬
間
を
息
凝
ら

し
待
つ

し
待
つ 

　

笛
田　

入
野　

裕
江

　

笛
田　

入
野　

裕
江

庭
に
来
し
老
鶯
の
声
僧
に
似
て
経
読
む
ご
と
き
勤
行
の
朝

庭
に
来
し
老
鶯
の
声
僧
に
似
て
経
読
む
ご
と
き
勤
行
の
朝 

 

　

葉
山
町　

近
藤　

純

　

葉
山
町　

近
藤　

純

孫
よ
り
の
誕
生
祝
の
口
紅
を
濃
い
目
に
差
し
て
梅
雨
を
籠
り
ぬ

孫
よ
り
の
誕
生
祝
の
口
紅
を
濃
い
目
に
差
し
て
梅
雨
を
籠
り
ぬ

 

　

藤
沢
市　

一
色
千
穂
子

　

藤
沢
市　

一
色
千
穂
子

車
窓
越
し
青
葉
若
葉
の
ぶ
な
ば
や
し
五
能
線
ゆ
く
白
神
山
地

車
窓
越
し
青
葉
若
葉
の
ぶ
な
ば
や
し
五
能
線
ゆ
く
白
神
山
地

 

　

岡
本　

鳴
海　

紀
政

　

岡
本　

鳴
海　

紀
政

　第63回鎌倉市民文化祭が９～３月に　第63回鎌倉市民文化祭が９～３月に
行われる。そのオープニングイベント行われる。そのオープニングイベント
を９月28日に鎌倉芸術館で開催。を９月28日に鎌倉芸術館で開催。
■集会室：12時半、ハンドベル演奏。■集会室：12時半、ハンドベル演奏。
書道や折り紙の体験。書道や折り紙の体験。
■リハーサル室：13時、リコーダー、■リハーサル室：13時、リコーダー、
器楽演奏。器楽演奏。
■和室：13時、民謡民舞、詩吟詩舞、■和室：13時、民謡民舞、詩吟詩舞、
鎌倉こども能。鎌倉こども能。
　９月28～10月２日美術・写真合同　９月28～10月２日美術・写真合同
展。鎌倉芸術館ギャラリー。展。鎌倉芸術館ギャラリー。
　市文化人権課☎61・3872　市文化人権課☎61・3872

▼
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

日
」
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ

日
」
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
弦
楽
四
重
奏
曲

ル
ト
の
弦
楽
四
重
奏
曲

　

９
月

　

９
月
1515
日
1414
時
、
藤
沢
リ

時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
愛
好
会
第
１
７
４
回
例

ル
ト
愛
好
会
第
１
７
４
回
例

会
。
弦
楽
四
重
奏
曲
第
２
番

会
。
弦
楽
四
重
奏
曲
第
２
番

ほ
か
。
４
千
円
。
☎
０
４
６

ほ
か
。
４
千
円
。
☎
０
４
６

・
８
７
２
・
１
９
６
３

・
８
７
２
・
１
９
６
３

▼
川
村
祥
子
ピ
ア
ノ
謝
肉
祭

川
村
祥
子
ピ
ア
ノ
謝
肉
祭

―
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル

―
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル

　

９
月

　

９
月
2828
日
1313
時
半
、
さ
く

時
半
、
さ
く

ら
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
。
シ
ュ
ー

ら
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
。
シ
ュ
ー

マ
ン
マ
ン
&
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス

サ
ン
・
サ
ー
ン
ス

「
謝
肉
祭
」
、
バ
ッ
ハ

「
謝
肉
祭
」
、
バ
ッ
ハ 

（
オ
（
オ

ル
ガ
ン
作
品
）
な
ど
。
２
５

ル
ガ
ン
作
品
）
な
ど
。
２
５

０
０
円
。
ス
パ
シ
ー
バ
☎
０

０
０
円
。
ス
パ
シ
ー
バ
☎
０

９
０
・
６
５
６
８
・
３
８
５
３

９
０
・
６
５
６
８
・
３
８
５
３

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展
「
映
画
で
巡
る

企
画
展
「
映
画
で
巡
る

世
界
一
周
」

世
界
一
周
」
1010
月
６
日
ま

月
６
日
ま

で
。
２
百
円
。
▽

で
。
２
百
円
。
▽
映
画
映
画
３
・
３
・

５
・
７
日

５
・
７
日
「
僕
の
村
は
戦
場

「
僕
の
村
は
戦
場

だ
っ
た
」

だ
っ
た
」、
３
・
７
・
８
日

、
３
・
７
・
８
日

「
ケ
ト
と
コ
テ
」
＋
短
編

「
ケ
ト
と
コ
テ
」
＋
短
編

「
映
像
」

「
映
像
」、
８
日
は
は
ら
だ

、
８
日
は
は
ら
だ

た
け
ひ
で
さ
ん
ト
ー
ク
も
。

た
け
ひ
で
さ
ん
ト
ー
ク
も
。

４
・
６
・
８
日

４
・
６
・
８
日
「
葡
萄
畑
に

「
葡
萄
畑
に

帰
ろ
う
」

帰
ろ
う
」、
1616
・
1919
・
2121
日

「
１
９
８
７
、
あ
る
闘
い
の

「
１
９
８
７
、
あ
る
闘
い
の

真
実
」

真
実
」。
2121
日
は
チ
ェ
・
ソ

日
は
チ
ェ
・
ソ

ン
ウ
ク
さ
ん
ト
ー
ク
も
。

ン
ウ
ク
さ
ん
ト
ー
ク
も
。
1616

・
2020
・
2222
日
「
恋
恋
風
塵
」

「
恋
恋
風
塵
」、

1818
・
2020
・
2222
「
初
恋
の
き
た

「
初
恋
の
き
た

道
」
道
」。
千
円
。
ト
ー
ク
付
千

。
千
円
。
ト
ー
ク
付
千

５
百
円
。

５
百
円
。

　

▽

　

▽
演
奏
会
「
旅
と
映
画
と

演
奏
会
「
旅
と
映
画
と

音
楽
と
」

音
楽
と
」
９
月
９
月
1414
日
1414
時
。
時
。

２
千
円
。
☎

２
千
円
。
☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
「
清
方
と
弟
子
た
ち
―

「
清
方
と
弟
子
た
ち
―

受
け
継
が
れ
る
美
」
展

受
け
継
が
れ
る
美
」
展

　

８
月

　

８
月
3131
日
〜
日
〜
1010
月
2222
日
鏑
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
初
期

木
清
方
記
念
美
術
館
。
初
期

か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
清
方

か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
清
方

の
美
人
画
と
、
弟
子
た
ち
か

の
美
人
画
と
、
弟
子
た
ち
か

ら
清
方
夫
妻
へ
贈
ら
れ
た
寄

ら
清
方
夫
妻
へ
贈
ら
れ
た
寄

せ
描
き
な
ど
、
師
弟
の
交
流

せ
描
き
な
ど
、
師
弟
の
交
流

と
受
け
継
が
れ
た
風
俗
美
人

と
受
け
継
が
れ
た
風
俗
美
人

画
の
美
を
紹
介
。
２
百
円
。

画
の
美
を
紹
介
。
２
百
円
。

　

▽

　

▽
日
本
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

日
本
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
９
月
９
月
2121
日
・
日
・
1010
月
2020
日
の
日
の

1313
時
・
時
・
1515
時
。
８
百
円
。
要

時
。
８
百
円
。
要

申
込
☎

申
込
☎
2323
・
６
４
０
５

・
６
４
０
５

▼
世
界
の
レ
シ
ピ
写
真
展

世
界
の
レ
シ
ピ
写
真
展

　

９
月
１
〜

　

９
月
１
〜
2727
日
あ
ー
す
ぷ

日
あ
ー
す
ぷ

ら
ざ
。『
全
１
９
６
ヵ
国
お

ら
ざ
。『
全
１
９
６
ヵ
国
お

う
ち
で
作
れ
る
世
界
の
レ
シ

う
ち
で
作
れ
る
世
界
の
レ
シ

ピ
』
か
ら

ピ
』
か
ら
2020
か
国
の
レ
シ
ピ

か
国
の
レ
シ
ピ

を
写
真
展
示
。
無
料
。
☎
０

を
写
真
展
示
。
無
料
。
☎
０

４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
特
別
展

特
別
展 

国
宝
鶴
岡

国
宝
鶴
岡

八
幡
宮
古
神
宝

八
幡
宮
古
神
宝

　

９
月
７
日
〜

　

９
月
７
日
〜
1010
月
6
日
鎌
日
鎌

倉
国
宝
館
。
創
建
時
の
鶴
岡

倉
国
宝
館
。
創
建
時
の
鶴
岡

八
幡
宮
の
姿
を
偲
ぶ
作
品
を

八
幡
宮
の
姿
を
偲
ぶ
作
品
を

特
集
し
、
神
宝
を
展
示
。
国

特
集
し
、
神
宝
を
展
示
。
国

宝
・
宝
・
籬ま

が
き
に
き
く
ら
で
ん

ま
が
き
に
き
く
ら
で
ん

菊
螺
鈿

菊
螺
鈿
蒔
絵
硯
箱
、

蒔
絵
硯
箱
、

沃
懸
地
杏
葉
螺
鈿
太
刀
、
朱

沃
懸
地
杏
葉
螺
鈿
太
刀
、
朱

漆
弓
、
黒
漆
矢
ほ
か
。
４
百

漆
弓
、
黒
漆
矢
ほ
か
。
４
百

円
。
☎

円
。
☎
2222
・
０
７
５
３

・
０
７
５
３

▼
鎌
倉
文
華
館
鶴
岡
ミ
ュ

鎌
倉
文
華
館
鶴
岡
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
・
季
節
展
示

ー
ジ
ア
ム
・
季
節
展
示

　

９
月
７
日
〜

　

９
月
７
日
〜
1212
月
2929
日
。
日
。

鎌
倉
を
テ
ー
マ
に
鶴
岡
八
幡

鎌
倉
を
テ
ー
マ
に
鶴
岡
八
幡

宮
の
歴
史
か
ら
鎌
倉
文
士
に

宮
の
歴
史
か
ら
鎌
倉
文
士
に

至
る
ま
で
の
展
示
パ
ネ
ル
や

至
る
ま
で
の
展
示
パ
ネ
ル
や

映
像
資
料
を
交
え
て
紹
介
。

映
像
資
料
を
交
え
て
紹
介
。

３
百
円
。
☎

３
百
円
。
☎
5555
・
９
０
３
０

・
９
０
３
０

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
和
鏡
や

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
和
鏡
や

鎌
倉
の
寺
院
に
伝
世
し
た
和

鎌
倉
の
寺
院
に
伝
世
し
た
和

鏡
な
ど
を
展
観
。
３
百
円
。

鏡
な
ど
を
展
観
。
３
百
円
。

☎
7373
・
８
５
０
１

・
８
５
０
１

▼
「
真
教
と
時
衆
」
展

「
真
教
と
時
衆
」
展

　

時
宗
二
祖
上
人
七
百
年
御

　

時
宗
二
祖
上
人
七
百
年
御

遠
忌
記
念
特
別
展
。
９
月
７

遠
忌
記
念
特
別
展
。
９
月
７

日
〜
日
〜
1111
月
1010
日
遊
行
寺
宝
物

日
遊
行
寺
宝
物

館
（
☎
０
４
６
６
・

館
（
☎
０
４
６
６
・
2222
・
２
・
２

０
６
３
）
、

０
６
３
）
、
1010
月
５
日
〜

月
５
日
〜
1111

月
1010
日
県
立
歴
史
博
物
館

日
県
立
歴
史
博
物
館

（
☎
０
４
５
・
２
０
１
・
０

（
☎
０
４
５
・
２
０
１
・
０

９
２
６
）
の
二
会
場
で
開

９
２
６
）
の
二
会
場
で
開

催
。
清
浄
光
寺
、
無
量
光

催
。
清
浄
光
寺
、
無
量
光

寺
、
蓮
台
寺
の
仏
像
や
絵
画

寺
、
蓮
台
寺
の
仏
像
や
絵
画

な
ど
を
展
示
。
９
百
円
。

な
ど
を
展
示
。
９
百
円
。

▼
湘
南
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ

湘
南
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ

ー
ス
イ
ミ
ン
グ
２
０
１
９

ー
ス
イ
ミ
ン
グ
２
０
１
９

　

９
月
７
・
８
日
湘
南
海
岸

　

９
月
７
・
８
日
湘
南
海
岸

（
逗
子
、
江
の
島
、
片
瀬
東

（
逗
子
、
江
の
島
、
片
瀬
東

浜
）
で
水
泳
競
技
。
見
学
無

浜
）
で
水
泳
競
技
。
見
学
無

料
。
実
行
委
☎
０
４
６
６
・

料
。
実
行
委
☎
０
４
６
６
・

3434
・
２
１
１
７

・
２
１
１
７

▼
「
江
の
島
を
訪
れ
た

「
江
の
島
を
訪
れ
た

エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ　

描
か

エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ　

描
か

れ
た
異
邦
人
」
展

れ
た
異
邦
人
」
展

　

９
月
７
日
〜

　

９
月
７
日
〜
1010
月
2727
日
藤
日
藤

澤
浮
世
絵
館
。
外
国
や
相
模

澤
浮
世
絵
館
。
外
国
や
相
模

地
域
の
外
か
ら
の
来
訪
者
を

地
域
の
外
か
ら
の
来
訪
者
を

描
い
た
浮
世
絵
や
資
料
を
展

描
い
た
浮
世
絵
や
資
料
を
展

示
。
無
料
。
▽

示
。
無
料
。
▽
講
演
会
「
江

講
演
会
「
江

戸
時
代
の
東
海
道
を
通
っ
た

戸
時
代
の
東
海
道
を
通
っ
た

外
国
人　

朝
鮮
通
信
使
を
中

外
国
人　

朝
鮮
通
信
使
を
中

心
に
」

心
に
」
９
月
９
月
2121
日
1414
時
。
東

時
。
東

海
大
学
教
授
馬
場
弘
臣
氏
。

海
大
学
教
授
馬
場
弘
臣
氏
。

無
料
。
要
申
込
。
☎
０
４
６

無
料
。
要
申
込
。
☎
０
４
６

６
・
６
・
3333
・
０
１
１
１

・
０
１
１
１

▼
第
４
回

第
４
回
稲
穂
展

稲
穂
展

　

９
月

　

９
月
1212
日
〜
日
〜
1717
日
ギ
ャ
ラ

日
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
ま
ご
。
早
稲
田
大
学

リ
ー
や
ま
ご
。
早
稲
田
大
学

鎌
倉
稲
門
会
・
美
術
同
好
会

鎌
倉
稲
門
会
・
美
術
同
好
会

会
員
会
員
2626
人
の
絵
画
、
写
真
、

人
の
絵
画
、
写
真
、

陶
芸
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な

陶
芸
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な

ど
。
無
料
。
樽
味
方
☎

ど
。
無
料
。
樽
味
方
☎
3232
・

１
５
４
４

１
５
４
４

▼
第
3535
回
絵
香
会
絵
画
展

回
絵
香
会
絵
画
展

　

９
月

　

９
月
1414
〜
1818
日
鎌
倉
芸
術

日
鎌
倉
芸
術

館
。
油
絵
、
水
彩
、
デ
ッ
サ

館
。
油
絵
、
水
彩
、
デ
ッ
サ

ン
の
絵
画
作
品
約

ン
の
絵
画
作
品
約
6060
点
。
絵

点
。
絵

香
会
☎

香
会
☎
4545
・
３
４
５
２

・
３
４
５
２

▼
日
本
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国

日
本
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国

交
樹
立
１
０
０
年
記
念

交
樹
立
１
０
０
年
記
念

 

「
カ
イ
・
フ
ラ
ン
ク
」
展

「
カ
イ
・
フ
ラ
ン
ク
」
展

　

９
月

　

９
月
2121
日
〜
日
〜
1212
月
2525
日
県
日
県

立
近
代
美
術
館
葉
山
。
フ
ィ

立
近
代
美
術
館
葉
山
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
デ
ザ

ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
日
本
初
個
展
。フ

イ
ナ
ー
の
日
本
初
個
展
。フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ガ
ラ
ス
博
物

ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ガ
ラ
ス
博
物

館
の
収
蔵
品
と
タ
ウ
ノ
・
タ

館
の
収
蔵
品
と
タ
ウ
ノ
・
タ

ル
ナ
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約

ル
ナ
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約

３
０
０
点
を
展
示
。
千
２
百

３
０
０
点
を
展
示
。
千
２
百

円
。　

▽

円
。　

▽
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
2222
日
タ
ウ
ノ
・
タ
ル
ナ
氏

日
タ
ウ
ノ
・
タ
ル
ナ
氏

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ガ
ラ
ス

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ガ
ラ
ス

博
物
館
チ
ー
フ
・
キ
ュ
レ
ー

博
物
館
チ
ー
フ
・
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
。
☎
０
４
６
・
８
７
５

タ
ー
。
☎
０
４
６
・
８
７
５

・
２
８
０
０

・
２
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▽
ヴ
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デ
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歌
劇
「
ア

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
歌
劇
「
ア

イ
ー
ダ
」

イ
ー
ダ
」９
月
９
月
2828
日
1313
時
半
、

時
半
、

鎌
倉
芸
術
館
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー

鎌
倉
芸
術
館
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
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ト
ロ
ポ
リ
タ
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歌
劇

ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
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歌
劇

場
で
上
演
さ
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た
オ
ペ
ラ
を

場
で
上
演
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
を

日
本
語
字
幕
付
き
映
像
に
て

日
本
語
字
幕
付
き
映
像
に
て

上
映
。３
千
百
円
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０
１
２
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。３
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０
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２

０
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１
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０
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▽
「
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ま
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「
き
っ
と
、
う
ま
く
い

く
」
く
」
９
月
２
日

９
月
２
日
1414
時
。
過
熱

時
。
過
熱

す
る
学
歴
競
争
問
題
を
テ
ー

す
る
学
歴
競
争
問
題
を
テ
ー

マ
に
し
た
話
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の
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ド
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マ
に
し
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の
イ
ン
ド
映
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。
画
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」

「
天
の
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ず
く
」
９
月
９
月
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日
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巳
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た

芳
子
さ
ん
の
活
動
を
追
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月
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時
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鎌
倉

倉
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セ
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鎌
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動
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席
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９
月
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日
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時
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山
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同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜
。
マ

ン
ド
リ
ン
合
奏
で「
ペ
ル
ー

ン
ド
リ
ン
合
奏
で「
ペ
ル
ー

の
女
」な
ど
。無
料
。大
江
方

の
女
」な
ど
。無
料
。大
江
方

☎
3232
・
５
７
２
２

・
５
７
２
２

▼
お
祝
い
敬
老
コ
ン
サ
ー
ト

お
祝
い
敬
老
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月

　

９
月
2727
・
3030
日
・
日
・
1010
月

１
日
は
ま
ゆ
う
会
館（
横
須

１
日
は
ま
ゆ
う
会
館（
横
須

賀
）。
賀
）。
1010
月
２
日
な
ぎ
さ
ホ

月
２
日
な
ぎ
さ
ホ

ー
ル（
逗
子
）。

ー
ル（
逗
子
）。
1010
月
３
日
三

月
３
日
三

浦
市
民
ホ
ー
ル
。
各

浦
市
民
ホ
ー
ル
。
各
1313
時
。
時
。

ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

歌
な
ど
。
千
円
、

歌
な
ど
。
千
円
、
8080
歳
以
上

歳
以
上

百
円
。
宮
本
方
☎
０
４
６
・

百
円
。
宮
本
方
☎
０
４
６
・

８
４
２
・
７
５
９
２

８
４
２
・
７
５
９
２

●
針
糸
な
し
一
枚
布
で
つ
く
る

針
糸
な
し
一
枚
布
で
つ
く
る

魔
法
の
ド
レ
ス

魔
法
の
ド
レ
ス
1010
月
1010
日
1313
時

半
、
鎌
倉
駅
西
口
そ
ば
三
春
情

半
、
鎌
倉
駅
西
口
そ
ば
三
春
情

報
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
店
（
た
ら
ば

報
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
店
（
た
ら
ば

書
房
隣
）
。
材
料
費
込
３
千

書
房
隣
）
。
材
料
費
込
３
千

円
。
ほ
ほ
え
み
ド
レ
ス
の
会

円
。
ほ
ほ
え
み
ド
レ
ス
の
会

☎
０
４
６
・
８
７
１
・
１
７
０
５

☎
０
４
６
・
８
７
１
・
１
７
０
５

●
漁
協
の
朝
市

漁
協
の
朝
市
９
月
５
日

９
月
５
日
1010

時
、
腰
越
漁
港
。
荒
天
時
中

時
、
腰
越
漁
港
。
荒
天
時
中

止
。腰
越
漁
協
☎

止
。腰
越
漁
協
☎
3232
・
４
７
４
３

・
４
７
４
３

●
槐
の
会
写
真
展
「
四
季
の
鶴

槐
の
会
写
真
展
「
四
季
の
鶴

岡
八
幡
宮
」

岡
八
幡
宮
」
９
月
３
〜
８
日
鶴

９
月
３
〜
８
日
鶴

岡
八
幡
宮
休
憩
所
。
無
料
。
事

岡
八
幡
宮
休
憩
所
。
無
料
。
事

務
局
☎

務
局
☎
2222
・
０
３
１
５

・
０
３
１
５

●
鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け
源
実
朝

鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け
源
実
朝

公
顕
彰
歌
会
投
稿
募
集

公
顕
彰
歌
会
投
稿
募
集
1010
月
1515

日
ま
で
。
一
首
千
円
（
郵
便

日
ま
で
。
一
首
千
円
（
郵
便

振
込
）
。

振
込
）
。
1111
月
2929
日
歌
会
・
表

日
歌
会
・
表

彰
。
〒
２
４
８

彰
。
〒
２
４
８
│
０
０
１
３
鎌

０
０
１
３
鎌

倉
市
材
木
座
２

倉
市
材
木
座
２
│
９
│
2929
鎌

倉
歌
壇

倉
歌
壇
℻  ℻  
6666
・
３
２
９
７

・
３
２
９
７

●
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
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）
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勤
在
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1010
月
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日
９
時
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署
。
Ａ
Ｅ

日
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時
、
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署
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Ａ
Ｅ

Ｄ
で
の
成
人
の
心
肺
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法
、

Ｄ
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成
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の
心
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法
、
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法
な
ど
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止
血
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ど
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・
２
４
２
４
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４
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川村祥子さん川村祥子さん

第63回鎌倉市民文化祭第63回鎌倉市民文化祭
９月28日オープニング９月28日オープニング
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　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は７月に一般231　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は７月に一般231
冊、児童書69冊を収蔵した。一般的なものは下記の冊、児童書69冊を収蔵した。一般的なものは下記の
通り。通り。
　▼「海外で研究者になる－就活と仕事事情－」増　▼「海外で研究者になる－就活と仕事事情－」増
田直紀著（中公新書）▼「米中ハイテク覇権のゆく田直紀著（中公新書）▼「米中ハイテク覇権のゆく
え」ＮＨＫスペシャル取材班著（ＮＨＫ出版新書）え」ＮＨＫスペシャル取材班著（ＮＨＫ出版新書）
▼「子どもの人権と学校図書館」渡邊重夫著　青弓▼「子どもの人権と学校図書館」渡邊重夫著　青弓
社▼「あらゆるストレスが消えていく50の神習慣」社▼「あらゆるストレスが消えていく50の神習慣」
矢作直樹著　ワニブックス▼「考古学講義」北條芳矢作直樹著　ワニブックス▼「考古学講義」北條芳
隆編（ちくま新書）▼「宇和島伊達家の女性たち」隆編（ちくま新書）▼「宇和島伊達家の女性たち」
宇神幸男著　現代書館▼「台湾見聞録－日本が残し宇神幸男著　現代書館▼「台湾見聞録－日本が残し
た足跡を訪ねて－」三栄（サンエイムック）▼「ロた足跡を訪ねて－」三栄（サンエイムック）▼「ロ
シアを知る。」池上彰・佐藤優共著　東京堂出版シアを知る。」池上彰・佐藤優共著　東京堂出版
　▼「10年後のＧＡＦＡを探せ－世界を変える100　▼「10年後のＧＡＦＡを探せ－世界を変える100
社－」日経ビジネス編　日経ＢＰ▼「疲れない大百社－」日経ビジネス編　日経ＢＰ▼「疲れない大百
科－女性専門の疲労外来ドクターが教える－」工藤科－女性専門の疲労外来ドクターが教える－」工藤
孝文著　ワニブックス（美人開花シリーズ）▼「リ孝文著　ワニブックス（美人開花シリーズ）▼「リ
ハビリ－生きる力を引き出す－」長谷川幹著（岩波ハビリ－生きる力を引き出す－」長谷川幹著（岩波
新書）▼「人類、宇宙に住む－実現への３つのステ新書）▼「人類、宇宙に住む－実現への３つのステ
ップ－」ミチオ・カク著　ＮＨＫ出版ップ－」ミチオ・カク著　ＮＨＫ出版
　▼「大麻という農作物－日本人の営みを支えてき　▼「大麻という農作物－日本人の営みを支えてき
た植物とその危機－」大麻博物館▼「観光地経営のた植物とその危機－」大麻博物館▼「観光地経営の
視点と実践」日本交通公社編著　丸善出版▼「40歳視点と実践」日本交通公社編著　丸善出版▼「40歳
からｶﾗﾀﾞを変えた料理家の筋肉をつくる最強ﾒｿｯﾄからｶﾗﾀﾞを変えた料理家の筋肉をつくる最強ﾒｿｯﾄ
ﾞ」牛尾理恵著　朝日新聞出版▼「雑談の苦手がラﾞ」牛尾理恵著　朝日新聞出版▼「雑談の苦手がラ
クになる会話のきっかけレシピ」枚岡治子著　大月クになる会話のきっかけレシピ」枚岡治子著　大月
書店▼「鎌倉うずまき案内所」青山美智子著　宝島社書店▼「鎌倉うずまき案内所」青山美智子著　宝島社
　▼｢かまくら谷戸の風」山内静夫　冬花社　▼｢かまくら谷戸の風」山内静夫　冬花社

●甲状腺機能亢進症・甲状腺機能低下症甲状腺機能亢進症・甲状腺機能低下症　ホルモンは脳　ホルモンは脳
の視床下部や下垂体、甲状腺、副腎、膵臓、性腺などから分の視床下部や下垂体、甲状腺、副腎、膵臓、性腺などから分
泌。成長、生殖、代謝、排泄、身体の機能を正常に保つ重要泌。成長、生殖、代謝、排泄、身体の機能を正常に保つ重要
な役割である。このホルモンは身体の新陳代謝と成長をな役割である。このホルモンは身体の新陳代謝と成長を
調整し、皮膚や全身の臓器を調整している。調整し、皮膚や全身の臓器を調整している。
▽ホルモンが多い甲状腺機能亢進症▽ホルモンが多い甲状腺機能亢進症　眼球突出、やせて　眼球突出、やせて
いる、手のふるえ、多汗、代謝促進、顔や手が赤くなる、胸いる、手のふるえ、多汗、代謝促進、顔や手が赤くなる、胸
がドキドキする、髪が薄くなる、下肢がむくむ。がドキドキする、髪が薄くなる、下肢がむくむ。
▽ホルモンが少ない甲状腺機能低下症▽ホルモンが少ない甲状腺機能低下症　体温低下、皮膚　体温低下、皮膚
は冷たい、汗をかきにくい、便秘がち、むくみ体重が増えは冷たい、汗をかきにくい、便秘がち、むくみ体重が増え
る、頭髪やまゆ毛は薄く、脈はゆっくり、動作が鈍くなる。 る、頭髪やまゆ毛は薄く、脈はゆっくり、動作が鈍くなる。 

鎌倉　おすすめ　オステオパシー鎌倉　おすすめ　オステオパシー　で検索で検索

外反母趾と体の痛み外反母趾と体の痛み

マザーハンド整体矯正院マザーハンド整体矯正院
要予約　月曜定休　10～19時要予約　月曜定休　10～19時

鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166

星
野　

高
士　

選

星
野　

高
士　

選

香
山　

静
子　

選

香
山　

静
子　

選

鎌倉市中央図書館（７月分）鎌倉市中央図書館（７月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

２０１９年（令和元年）９月１日 第486号 1部　108円 （６）


